
Ａ(％) Ｂ(％) Ｃ(％) Ｄ(％) Ｅ(％)

11.1% 66.7% 20.0% 0.0% 2.2%

5 30 9 0 1

13.3% 48.9% 24.4% 11.1% 2.2%

6 22 11 5 1

8.9% 46.7% 26.7% 17.8% 0.0%

4 21 12 8 0

15.6% 57.8% 17.8% 4.4% 4.4%

7 26 8 2 2

28.9% 62.2% 8.9% 0.0% 0.0%

13 28 4 0 0

8.9% 44.4% 33.3% 8.9% 4.4%

4 20 15 4 2

17.8% 60.0% 17.8% 4.4% 0.0%

8 27 8 2 0

24.4% 48.9% 24.4% 0.0% 2.2%

11 22 11 0 1

20.0% 46.7% 28.9% 2.2% 2.2%

9 21 13 1 1

8.9% 44.4% 33.3% 6.7% 6.7%

4 20 15 3 3

13.3% 40.0% 33.3% 8.9% 4.4%

6 18 15 4 2

17.8% 62.2% 13.3% 2.2% 4.4%

8 28 6 1 2

13.3% 55.6% 24.4% 2.2% 4.4%

6 25 11 1 2

15.6% 57.8% 17.8% 6.7% 2.2%

7 26 8 3 1

8.9% 40.0% 35.6% 13.3% 2.2%

4 18 16 6 1

15.6% 35.6% 28.9% 17.8% 2.2%

7 16 13 8 1

15.6% 55.6% 22.2% 4.4% 2.2%

7 25 10 2 1

22.2% 44.4% 20.0% 6.7% 6.7%

10 20 9 3 3

17.8% 64.4% 11.1% 0.0% 6.7%

8 29 5 0 3

17.8% 64.4% 11.1% 2.2% 4.4%

8 29 5 1 2

17.8% 64.4% 8.9% 2.2% 6.7%

8 29 4 1 3

8.9% 60.0% 24.4% 0.0% 6.7%

4 27 11 0 3

15.6% 53.3% 22.2% 4.4% 4.4%

7 24 10 2 2

17.8% 64.4% 13.3% 0.0% 4.4%

8 29 6 0 2

4.4% 48.9% 24.4% 17.8% 4.4%

2 22 11 8 2

4.4% 26.7% 42.2% 24.4% 2.2%

2 12 19 11 1

13.3% 48.9% 22.2% 13.3% 2.2%
6 22 10 6 1
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3.6

27 3.3

基本的な生活習慣や服装・頭髪指導などが、全教職員の協力体制のもとで行われている。

3.0

3.0

3.6

3.6

24

25

交通安全意識の高揚や健康安全に関わる指導が十分行われている。 

いじめの早期発見・把握に努め、いじめ問題解決のために指導が適切に行われている。

生徒会活動を通じて、自主・自律の精神を養うとともに帯工生の自覚や連帯感を育てている。

17

防火・防災訓練は、生徒の安全意識の高揚と教職員の意識と体制づくりに努めている。

教職員や生徒の健康管理ついて、情報提供と適切な指導に努めている。 

視聴覚機器・教材の整備と充実が図られ、情報機器を活用した校内の情報管理が行われている。 3.0

3.9

-0.4

-0.3

26

20

21

22

基礎・基本の確実な定着を図るため、個に応じた指導の工夫をするなど授業改善に努めている。

自主的学習態度の確立に努め、学ぶ喜びを実感できる生徒を育成している。

2.4

3.8

3.9

3.5

3.5

3.9

学校の施設・設備等の教育環境は、十分に整備充実されている。

進路実現を図るため情報や指導に努め、工業人としての育成に努めている。

生徒や保護者、地域住民の期待に応え、将来を見据えた進路指導やそのための体制づくりが行われている。

23

学校行事の企画・運営に当たっては、それぞれの行事のねらいを踏まえて適切に行っている。

19

14

15

16

教科指導目標を明確にし、各教科毎の学習指導法及び評価・評定の研究に努めている。

生徒理解を深め、全教職員できめ細かな生徒指導を行っている。 

18

事務からの情報提供と教職員との共通理解と円滑な協働体制づくりが図られている。

地元の工業高校として他の専門高校より、魅力ある学校づくりに努めている。

工業高校の魅力を各中学校に説明し、ＰＲ活動に日々努めている。

N O 評　　　価　　　項　　　目
下段は回答人数

評　価

3.1

3.7

3.3

3.0

3.6

4.15

6

1

2

3

4

学校の教育目標を具現化するという意識のもと、日常の教育活動を日々行っている。

学校経営の効率化などを図るために、各分掌や各学年との連携を十分に図っている。

教職員が相互理解に努め、望ましい人間関係が醸成されるような職場環境に努めている。

学校の教育方針や特色ある教育活動について、保護者や地域の人々に十分説明している。

工業高校のものづくり教育をとおし、工業人として人格形成に積極的な指導に努めている。

教科内研修はもとより、校内研究・研修を積極的に推進している。

7

10 本校の地域貢献やＰＲ活動は、小学校・中学校や企業、地域の方に十分伝わっている。

13

12

3.2

学校の危機管理についての情報提供と適切な対応が図られている。

「学校通信」・「HP」など、あらゆる機会を活用し、積極的に情報の発信を行っている。

8

9

11

3.7

3.5

3.2

3.8

3.5

3.7

令和６年１月25日

北海道帯広工業高等学校

令和５年 度 北 海 道 帯 広 工 業 高 等 学 校 学 校 評 価（自 己 評 価）集 計 結 果

□ Ａ：十分満足できる。 Ｂ：おおむね満足できる。 Ｃ：やや不十分である。 Ｄ：不十分である。 Ｅ：判断できない、又は、わからない場合

□ 評価 A=5 B=4 E=3 C=2 D=1 として平均した数値 □ 回収率 職員 45名


